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正誤表 

2023年２月14日 

2023年目標 ＴＡＣ建築士講座 

級  一級 

講 義  学科 

科 目  環境・設備、施工 

教 材  「環境・設備 １問１答」、「施工 テキスト、１問１答」 

 
日付 頁 誤 正 

2/14 

環境・設備 

１問１答 

P131 

No.461解説 

同上。 【３ページの※１を切り貼りしてください】 

環境・設備 

１問１答 

P139 

No.492解説 

（解説中、「冷却塔補給水、」を削除してください。） 

排水再利用水の原水として、洗面器や手洗器からの排水だけでなく、厨房排水や便器洗浄排水も

利用できる。原水にし尿が含まれていない再利用水は、便器洗浄水のほか、散水用水、清掃用水、

冷却塔補給水、池や噴水等の修景用水等に利用されている。また、原水にし尿が含まれている場

合の再利用水の利用先は便器洗浄水に限定されている。 

環境・設備 

１問１答 

P139 

No.494解説 

同上。 【３ページの※２を切り貼りしてください】 

 

施工 

テキスト 

P20 

右欄34行目 

建築主⇒委託者 

監理者⇒委託者 

建築主⇒委託者 

監理者⇒受託者 

施工 

テキスト 

P115 

４行目の表 

表の一番上の行の「最小かぶり厚さ（mm）」、「設

計かぶり厚さ（mm）」の範囲を訂正します。 

【３ページの※３を切り貼りしてください】 

施工 

１問１答 

P３ 

No.４解説 

同上。 【３ページの※４を切り貼りしてください】 

施工 

１問１答 

P27 

No.87解答 

空欄 〇 

以上のとおり、訂正をお願いいたします。 
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※１ 環境・設備 １問１答 P131 No.461 解説 への切り貼り用 

---------------------------------------- 

膨張タンク及び膨張管は、水の加熱による体積膨張、圧力上昇を逃がすもの

であり、膨張管に止水弁を設けると、誤って止水弁を閉じた場合に大事故に

つながるため、膨張管には止水弁を設けてはならない。 
---------------------------------------- 

 
※２ 環境・設備 １問１答 P139 No.494 解説 への切り貼り用 

---------------------------------------- 

同上。レジオネラ属菌の繁殖防止のため、冷却塔補給水には、排水再利用水

を使用できない。 
---------------------------------------- 

 
※３ 施工 テキスト P115 の４行目の表 への切り貼り用 

---------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

---------------------------------------- 

 

※４ 施工 テキスト １問１答 P３ No.４解説 への切り貼り用 

---------------------------------------- 

工事施工者は「①品質計画、②施工の具体的な計画並びに③一工程の施工の確認内 

容及びその確認を行う段階を定めた施工計画書（工種別施工計画書）」を、工事の施 

工に先立ち作成し、監理者に提出する。この工種別施工計画書の中で、①品質計画 

に係る部分については、監理者の承認を受ける必要がある。 

---------------------------------------- 
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第２節　鉄筋の加工・組立て
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⑴ 　普通コンクリートを用いる場合、かぶり厚さの規定は以下のとおりとな
る。なお、「劣化環境」については第８章第１節２（P.157）を参照のこと。
おおむね、非腐食環境は屋内、腐食環境は屋外が該当する。

⑵ 　設計かぶり厚さ＝最小かぶり厚さ＋10㎜（施工誤差による割増し）以上
とする。

⑶ 　異形鉄筋で D29以上の太物の鉄筋を使用する場合、付着割裂破壊を考慮
して、主筋

4 4

のかぶり厚さは径（呼び名の数値）の1.5 倍以上を確保する。

3 かぶり厚さの保持
　鉄筋部材の位置及び所定のかぶり厚さを確保し、打込みが終わるまで保持する
ために、サポート、スペーサーなどを用いる。

鋼製スペーサー
（サポート）

上端筋用

下端筋用

防錆処理

コンクリート製スペーサー
（サイコロ型）

プラスチック製
スペーサー

①　スペーサーの使用箇所
⑴ 　スラブ・梁底部に用いるスペーサーは、コンクリート打設時の鉄筋の脱落

などを考慮し、原則として、鋼製スペーサーを使用し、型枠に接する部分に
ついてはプラスチックコーティングなどの防錆処理を行ったものとする。

⑵ 　コンクリート製のスペーサーは、主に梁底部、基礎底部などに用いる。 
　→ モルタル製のスペーサーは、強度及び耐久性が十分でないおそれがあるの

で十分確認して使用する。
⑶ 　梁・柱・基礎梁・壁・地下外壁などに用いるスペーサーは、側面に限り、

2612  R0408  

部位・部材の種類
一般劣
化環境

（非腐食
環境）

柱・梁・耐力壁

構造部材と同等の
耐久性を要求する
部材

計画供用期間中に
保全を行う部材（1）

[注]（1）計画供用期間の級が超長期で、供用期間中に保全を行う部材では、保全の周期に応じて定める。

　　（2）計画供用期間の級が標準、長期及び超長期で、耐久性上、有効な仕上げを施す場合は、一般劣

　　　　 化環境（腐食環境）では、最小かぶり厚さまたは設計かぶり厚さを10㎜減じることができる

　　　　（ただし、基礎、直接土に接する柱・梁・壁・床および布基礎の立上り部を除く）。

直接土に接する柱・梁
・壁・床及び布基礎の
立上り部

床スラブ・屋根ス
ラブ

基　　　礎

構
造
部
材

非
構
造
部
材

一般劣化環境（腐食環境）
計画供用期間の級

最小かぶり厚さ（㎜）

30

20

20

20

短期

30

20

20

20

40

60

40

30

30

30

標準・長期（2）

40

40

40

30

超長期（2）

一般劣
化環境

（非腐食
環境）

一般劣化環境（腐食環境）
計画供用期間の級

設計かぶり厚さ（㎜）

50

70

標準・長期（2）

40

30

30

30

短期

40

30

30

30

50

40

40

40

超長期

50

50

50

40
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【用語】一般劣化環境
構造体コンクリートの温度
及び含水状態に影響を及ぼ
す作用を受ける環境、なら
びに空気中の二酸化炭素が
作用する環境で、非腐食環
境（屋内など）と腐食環境

（外部など）がある。

一般的には水平の鉄筋の位
置を保持するのがサポート、
側面の型枠に対して鉄筋の
かぶり厚さを保持するのが
スペーサーと呼ばれている
が、水平の鉄筋の下端筋の
サポートは、かぶり厚さの
保持も目的としているため
スペーサーと呼ばれる。

2008 2608 

スペーサー

2008 

※３　施工　テキスト　P115 の４行目の表　への切り貼り用

※１　環境・設備　１問１答　P131 No.461 解説　への切り貼り用
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□□□ 453

高置水槽給水方式において、高置水槽の低水位か
ら最も高い位置のシャワーヘッドまでの高さを、
70kPaの最低圧力を確保するように設定した。

H2615

－3
〇

重力式給水方式（高置水槽方式）において、高置水槽の低水位面から、最も高い位置
にあるシャワーヘッドまでの高さは、シャワーヘッドの最低必要圧力である70ｋＰ
ａ以上（高さに換算すると７ｍ以上）を確保するように設定する。

□□□ 454

ポンプ直送方式は、水道本管からの水を受水槽へ
貯水した後に、給水ポンプによって建築物内の必
要箇所に給水する方式であり、一般に、建築物が
停電した際は給水することができない。

R0114

－4
〇

ポンプ直送方式は、水道本管からの水を受水槽へ貯水した後に、給水ポンプによっ
て建築物内の必要箇所に給水する方式であり、一般に、建築物が停電した際は給水
することができない。なお、回転数制御や台数制御による流量制御により給水圧力
はほぼ安定するが、受水槽や給水ポンプの設置スペースが必要である。

□□□ 455

潜熱回収型ガス給湯機は、一般に、潜熱回収時に
発生する酸性の凝縮水を機器内の中和器で処理し
排出する仕組みとなっている。 R0415

－1
〇

潜熱回収型ガス給湯機（エコジョーズ）は、排気ガス中の水蒸気を水にすることによ
り潜熱を回収し、給水の予熱として利用することで熱効率を向上させたガス給湯機
である。潜熱回収時に排気ガス中のＮＯＸ（窒素酸化物）が溶け込んで腐食性の高い
酸性の凝縮水が管の外側に発生するため、機器内の中和器で処理して排出する必要
がある。

□□□ 456

温暖な地域において、大気中の熱エネルギーを利
用するため、ヒートポンプ式給湯機を採用した。

H3019

－2
〇

ヒートポンプ式給湯機は、温暖な地域において大気中の熱エネルギーを利用するた
めに適した給湯方式で、大気中の熱を吸収し、少ない電気エネルギーで圧縮して、
高温になった冷媒の熱エネルギーにより温水を効率的に作り出す。火を使わないた
め省エネルギーかつ省ＣＯ２が図れ、不完全燃焼や排ガスによる空気汚染の心配が
ない。また、オゾン層を破壊しないという特徴を持つ。

□□□ 457

ヒートポンプ給湯機は、大気中の熱エネルギーを
給湯の加熱に利用するもので、冷媒に二酸化炭素
を用いたものがある。

R0319

－3
〇

自然冷媒ヒートポンプ給湯機は、自然冷媒（主にＣＯ２）を使って大気から熱を得て、
高温の湯を貯湯して給湯する装置であり、電気温水器に比べて、エネルギー効率が
高く、ＣＯ２排出量も少なく、また、オゾン層を破壊しないという特徴を持つ。深
夜電力で貯湯槽の水を60～90℃に加熱して貯湯することが多い。

□□□ 458

循環式の中央式給湯設備において、レジオネラ属
菌の繁殖を防ぐために、貯湯槽内の湯の温度を60
℃以上に保つこととした。 R0115

－3

H2714

－2
★★ 〇

レジオネラ属菌は、給湯設備等の冷却塔等の水を使用する設備に生息する微生物で、
給湯設備等から発生したエアロゾル（空気中に浮遊する微粒子）を吸入することによ
り感染する。繁殖最適気温は35～36℃であり、レジオネラ属菌の繁殖を防ぐために、
循環式の中央式給湯設備における給湯温度は、貯湯槽内の湯の温度が60℃以上、末
端の給湯栓でも55℃以上となるような加熱装置を備えることが必要とされる。

□□□ 459

給湯用ボイラーは、常に缶水が新鮮な補給水と入
れ替わるため、空気調和設備用温水ボイラーに比
べて腐食しやすい。 H2814

－4
〇

給湯用ボイラーの湯は、飲用、調理用、入浴用等で使用されるので、常に缶水（ボ
イラー内の水）が新鮮な補給水と入れ替わり、水中の溶存酸素が多くなる。溶存酸
素は、金属材料の酸化反応、すなわち腐食を促進する作用がある。したがって、給
湯用ボイラーは溶存酸素が多く、かつ、温度変化も激しいため、密閉回路である空
調用温水ボイラーに比べて腐食しやすい。

□□□ 461

給湯設備における加熱装置と膨張タンクとを連結
する膨張管には、止水弁を設ける。 H3015

－2
★★ ×

膨張タンク及び膨張管は、水の加熱による体積膨張、圧力上昇を逃がすものであり、
膨張管に止水弁を設けると、誤って止水弁を閉じた場合に大事故につながるため、
膨張管には止水弁を設けてはならない。

※２　環境・設備　１問１答　P139 No.494 解説　への切り貼り用
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□□□ 488

節水こま入り給水栓は、こまの底部を普通こまよ
り大きくした節水こまによって、ハンドルの開度
が小さい時の吐水量を少なくして、節水を図る水
栓である。

H2514

－4
〇

節水こまは、給水栓内部のこまの底部を大きくすることによって、一般によく使わ
れるハンドルの開度が小さいとき（90°～120°程度）の吐水量を、普通こまの45～60
％程度に少なくして、節水を図るものである。

□□□ 489

ディスポーザ排水処理システムは、ディスポーザ、
専用の排水配管及び排水処理装置により構成され
ており、一般に、排水中のＢＯＤ等を基準値以下
にして、下水道に放流するものである。

R0315

－3
〇

ディスポーザ排水処理システムは、「ディスポーザ」「専用の排水配管」「排水処理装
置」により構成されており、排水中のＢＯＤ値（生物化学的酸素要求量）、ＳＳ値（浮
遊物質量）、ｎ-Ｈｅｘ値（ノルマルヘキサン抽出物質含有量）などを、基準値以下に
して下水道に放流する。

□□□ 490

各住戸用の横管を、スラブ上面と床仕上げ面との
間に配管した。 H2615

－4
〇

集合住宅の横引き管は、スラブ上面と床仕上げ面との間に配管し、下階に立入らず
に保守点検が可能な方式とする。近年では、集合住宅の住戸内配管には、さや管ヘ
ッダ方式等が用いられている。

【第10章　給排水衛生設備】　第３節　環境対策� テキストP.239～ 【第10章　給排水衛生設備】　第３節　環境対策

□□□ 491

排水再利用水は、人の健康に係る被害の防止のた
め、大腸菌が検出されない場合であっても、飲料
水として使用することはできない。

H2814

－2
〇

排水再利用水の用途は、主として便器洗浄水であり、散水用水、清掃用水、噴水用
水等にも利用される。飲料水はもちろん人に触れる洗面器、手洗器などに使用でき
ない。大腸菌が検出されない場合であっても同様である。

□□□ 492

排水再利用水の原水としては、手洗器・洗面器や
湯沸室からの排水のほかに、厨房からの排水も利
用することができる。 H2914

－1
★★ 〇

排水再利用水の原水として、洗面器や手洗器からの排水だけでなく、厨房排水や便
器洗浄排水も利用できる。原水にし尿が含まれていない再利用水は、便器洗浄水の
ほか、散水用水、清掃用水、冷却塔補給水、池や噴水等の修景用水等に利用されて
いる。また、原水にし尿が含まれている場合の再利用水の利用先は便器洗浄水に限
定されている。

□□□ 493

排水再利用水の原水として、手洗い・洗面器及び
湯沸室の排水は利用できるが、厨房の排水は利用
できない。

H2514

－1
★★ ×

同上。

□□□ 494

排水を再利用した雑用水については、便器洗浄水
や修景用水の他に、清掃用水や冷却塔補給水にも
使用した。

R0314

－1
×

同上。レジオネラ属菌の繁殖防止のため、冷却塔補給水には、排水再利用水を使用
できない。

□□□ 495

雨水を便器洗浄水等で再利用した排水が下水道料
金の対象となる地域において、雨水使用量を計測
する量水計を設置した。 R0314

－3
〇

雨水を便器洗浄水等で再利用した排水が下水道料金の対象となる地域では、正確な
排水量を把握するために、雨水使用量を計測する量水計を設置して上水の水量と合
算することで排水量を把握する。なお、一般に雨水などを便器洗浄水等に使用しな
い建築物の場合は、上水の水量と下水の水量は同じと考え、上水に設置する量水器
の水量から下水道への排水量を把握している。

※４　施工　１問１答　P３ No. ４解説　への切り貼り用
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チェック No. 問　題 出題年度・番号 頻度 答 解　説

【第１章　施工計画】　第１節　施工計画� テキストP.5～ 【第１章　施工計画】　第１節　施工計画

□□□ 1

特記は、標準仕様書と異なる事項や標準仕様書に
含まれていない事項について、設計図書のうち、
質問回答書、現場説明書、特記仕様書及び図面に
おいて指定された事項をいう。

H2801

－1
〇

「特記」とは「標準仕様書」に指定されていない事項について、①質問回答書、②現場
説明書、③特記仕様書、及び④図面において指定された事項をいう。

□□□ 2

近隣の安全に対して行う仮設計画で、契約書や設
計図書に特別の定めがないものについては、工事
施工者の責任において決定した。

R0301

－4
★★ 〇

仮設、施工方法、その他の工事目的物を完成させるために必要な一切の手段につい
ては、工事請負契約書や設計図書に特別に定めがある場合を除き、工事施工者（受
注者）がその責任において自由に決めることができる。

□□□ 3

近隣の安全に対して行う仮設計画に必要な一切の
手段については、契約書や設計図書に特別の定め
がなかったので、受注者の責任において定めた施
工計画書の提出を受けた。

H2701

－4
★★ 〇

同上。

□□□ 4

品質計画、一工程の施工の確認及び施工の具体的
な計画を定めた工種別の施工計画書については、
原則として、当該工事の施工に先立ち作成のうえ、
監理者に提出する。

H2801

－4
★★ 〇

工事施工者は「①品質計画、②施工の具体的な計画並びに③一工程の施工の確認内
容及びその確認を行う段階を定めた施工計画書（工種別施工計画書）」を、工事の施
工に先立ち作成し、監理者に提出する。この工種別施工計画書の中で、①品質計画
に係る部分については、監理者の承認を受ける必要がある。

□□□ 5

施工条件の設計図書等との不一致、工事内容の変
更等により、実施工程表を変更する必要が生じた
場合には、工事施工者は、施工等に支障がないよ
うに実施工程表を直ちに変更し、変更した部分の
施工に先立ち、当該工事の発注者及び監理者に提
出する。

R0402

－3
★★★ 〇

実施工程表は、工期全体にわたる工事の実施について作成されたものであり、これ
により施工の順序及び工期全体を監視するものである。そのため、大きな設計変更
等の条件変更等により、実施工程表を変更する必要が生じた場合は、速やかに訂正
し、変更部分の施工に先立ち、監理者に提出し承認を受ける。
「発注者及び監理者に提出する」とした設問も適当と考えてよい。

□□□ 6

工事請負契約書の規定に基づく施工条件の変更等
により、実施工程表を変更する必要が生じた場合
は、施工に支障がないように、監理者は変更部分
の工事と並行して変更された実施工程表を承認す
る必要がある。

R0101

－4

H2701

－1
★★★ ×

同上。
実施工程表が施工と並行して変更されることは、時期が遅く不適当である。

□□□ 7

概成工期は、建築物等の使用を想定して総合試運
転調整を行ううえで、関連工事を含めた各工事が
支障のない状態にまで完了しているべき期限であ
る。

R0401

－4
〇

概成工期とは、建築物等の使用を想定して総合試運転調整を行ううえで、関連工事
（契約書に基づく関連工事及び設計図書に明示された他の発注者の発注に係る工事）
を含めた各工事が支障のない状態にまで完了しているべき期限をいう。概成工期が
明示されている場合には、実施工程表に明記が必要である。

□□□ 8

工事施工者は、工事の着手に先立ち、総合仮設を
含めた工事の全般的な進め方や、主要工事の施工
方法、品質目標と管理方針、重要管理事項等の大
要を決めた、総合施工計画書を作成する。

R0401

－2

H2601

－2
★★★ 〇

総合施工計画書は、工事の着手に先立ち、総合仮設を含めた工事の全般的な進め方
や、主要工事の施工方法、品質目標と管理方針、重要管理事項等の大要を定めた総
合的な計画書である。なお、総合施工計画書の作成にあたり、設計図書に指定され
た仮設物などがある場合は、その内容を総合施工計画書に記述し、監理者の承認を
受ける。


